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研 究 の 要 約
今.子どもの算数はなれが心配されている｡
本来,井致科は,考えることを楽 しむ教科である｡ しかし,大人たち (親はも
ちろん.教師も)は,結果を出すことを要求しすぎる傾向にあるので,子どもた
ちは.考えることを楽 しむ状況にないのかもしれないoこれでは.ますます算数
ばなれは進んでいくだろうoたとえ,世の中の傾向がそうであっても,算数の時
間は.ゆっくりと考えを巡らすことのできるようにしたいものである｡
そこで,考えることを楽しむ子どもを育てるために教師は.どのような教材を
選び,どのように支援をすればよいのかを第6学年の実践を通 して探っていくo
1 はじめに
子どもは,算数のどんなところが好きな
のだろうか?
右の表は,岡山大学教育学部附属小学校
6年は粗 (30名 :複数回答)を対象に平成
13年 12月12日に行ったアンケー トの結
果である｡
調査の結果は,好きな理由としては, ｢考
える｣ということをあげている子どもが多く.
嫌な理由としては, ｢計算が面倒｣をあげて
いる子どもが多かったO｢計算が面倒｣とい
うことに対しては,電卓などの使用を工夫す
ることにより,対応できそうであるが, ｢全
く分からないことがある｣｢頭をたくさん使
う｣など ｢考えるのが撫｣という傾向の計8
名の子どもに対しては,少しでも ｢考えるこ
との楽しさ｣を感じ取らせるような指導を工
夫することが必要であるd
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故のどんなところが好きですか
考えぬいて解けたときの喜びが大きい
考えたり粥べたりするところ
? ???
いろいろな方法で解くことができるところ
実際に暮いたり作ったリTるとこう
生活で使えるところ
知鼓が豊かになるとこう
1つだけ覚えていればいろいろできるとこ
なttそうなるのかがよく分かるところ
大人になっても役に立つと思うところ
計井をするところ
? ?
?????????
口数のどんなところが ですか
面倒な折井をするとこう 14
公式をいろいろ覚えなくてはいけないところ 4
全く分からないことがあるところ 4
頭をたくさん使うところ 4
途中の計井を仰違えると答えが出ないところ 2
答えが1つしかないところ 1
そこで,小学校で学習したことの復習ばかり
になりがちな6年生の2月.3月に,自分の
決めた課厘を追究する単元を設定することに
より. ｢考えるのが好き｣な子どもを ｢もっ
と好き｣にし,現在 ｢考えるのが嫌｣という
子どもを少しでも ｢考えることを楽しめる子
ども｣に変身させようと考えた｡
2 考えることを楽しむ子どもを育
てる教師の支援
間 藍 の 工 夫
次の条件を満たすような ｢問題｣を工夫す
ることが必要であると考えた｡
※ 見ただけであきらめてしまうことのな
い適当な難産の間宮の設定
出会った開店が,とんでもなく難
しい場合. ｢がんばろう!｣という
気持ちになれない｡｢何とかがんば
ればできそうだぞ !｣と思える程度
に設定することが大切であるC
もちろん,簡単すぎてもやる気が
起きない｡
※ 試行錯誤的に考えていく中でも,解決
できる問題の工夫
試行錯誤的に考えることは幼稚で
あると誤解している教師がいるが.
試行錯誤的に蒔き出した結論から,
論理的な考えが生まれることも多い｡
ここでは,間圧解決学習として,
また.論理的な思考の一領域として,
試行錯誤を大切にしたい｡
※ 発展的に次の課圧を兄いだすことので
きる開度の吟味
1つの間圧を解決してそれで終わ
リというのではなく,解決の途中に,
新たな課塩に向けての端子が見える
ような問題を工夫することが大切で
ある｡
そこで,本単元で取り上げるのが.次の間
題である｡
下のような正三角形の形に並んだ○の
中に,1,2.3,4.5,6 の数字
を入れて,それぞれの辺の上にある数の
和が,91=なるようにしてみましょう.
｣
(｢新rT井敦6年上｣ 平成7年 啓林相 より)
この間厘に出会った子どもは.ます.試行
緒誤的にいろいろな数字を当てはめて解決し
ようとするだろうcLかし.何度かうまくで
きない場合を経験すると, ｢頂点に大きな故
を入れるとうまくできないから--｣とか.
｢たして9になる政の組み合わせは=-｣と
いうように考え始める｡和が9になる並べ方
は6通りあるが,組み合わせとしては1種類
である｡
自力解決では,｢何種類もあるようだよo
いろいろ考えてこらん｡｣と呼びかけて,多
様に考えさせたい｡
以上のようにして,自力解決した子どもた
ちのそれぞれの考えを次のように話し合わせ
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る｡
話 し合 い の 工 夫
論理的な思考のよさに気付かせるような話
し合いの工夫が必要である｡
答えを見つければ.それで終わりではなく,
試行錯誤の過程での単純な気づきを基に論理
的な思考への橋渡しをするようにする｡
具体的には, ｢何種類あるのかな?｣と問
いかけて並べ方と組み合わせに関してもふれ
るようにしたり,1種類しかないことを論理
的に説明できるようにしたりする｡このよう
な関わりをすることにより.偶然解けた子ど
もも ｢なぜ.そうなるのか｣と考えていくよ
うになると考えたo
和が9になる並べ方がはっきりしたところ
で, ｢和が 10になる場合は何種類できるか
考えよう｣と呼びかけるようにする｡先ほど
試行錯誤的に考えていた子どもも,今庄は.
｢和が10になる組み合わせは-･･｣｢頂点
にどんな数をもってきたちょいかな--｣と
考えていくようになることが期待できる｡
第2次では,自由に設定した課厘を個人で
追究し,第3次で発表会を開くOもちろん,
この単元計画は,あらかじめ子どもに知らせ
るのではなく,子どもの意欲を盛り上げなが
ら.提案していくようにしたい｡
3 授業の実際
(1)単元目標
㊨ 1から6までの数字を正三角形状に並べ
て.各辺の和を一定にする活動をきっかけ
に,自分で発展的な課題を設定し,それを
追求していくことができる｡
㊥ 試行錯誤的に数字を当てはめて考えた結
果を話し合う中で,論理的に考えるよさに
気付き,試行錯誤的に解決するだけでなく
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論理的に考えて解決することができるo
㊨ (特にねらっていない)
⑳ (特にねらっていない)
(2)単元学習計画
第 1次 ･･･.･････(2時W)
第 1時 各辺の和が,9,10にな
る数字ならべ
第2時 各辺の和を各自で自由に設
定した数字ならべ
第2次 .･I･･･.･･(3時間)
自分で設定した株債の追究
第3次 ･- ･ ･- (2時間)
研究レポー ト発表会
(3)第 1次の流れ
下の図を提示し. ｢○の中に1から6まで
の政を入れて.各辺の○の政の和が9になる
ようにしよう｡ただし,1から6までの政は,
1回だけしか使っちゃあだめだよ｡｣と問い
かけた｡
子どもは.見慣れないタイプの閉居を提示
されたため, ｢えー｡｣という声もあけたが,
｢1･2･6｣のように9になる組み合わせ
を見つけると,その後は熱心に考え出した.
教師は.子どもが考えている様子を板弁す
ると共に.次のようにかかわった｡
･ 解答を見つけた子どもに対しては,
｢どのように考えたのか｣と尋ねたり,
｢他の解答もあるのではないかな?｣と
問いかけたりした｡
･ 解答をなかなか見つけられない子ども
に対しては, ｢どの数字を使うと9にな
るか考えてこらん｣と,多くの子どもが
考えているであろうと予想される方法を
助首した｡
子どもたちは,おおむね次の3つのタイプ
のように考えていたo
〔タイプA〕
9になる数字の組み合わせをいろいろ考え.
それを試行錯誤的に並べる｡
〔タイプB〕
ある頂点に適当な故を入れて.麓りを試行
錯誤的に探すO
〔タイプC〕
ある辺の中央に適当な牡を入れて,残りを
試行錯誤的に探す｡
これらの考えを紹介していく中で,下の2
通りの並べ方が出てきたので. ｢結局.答え
は何通りあるのだろう｣と問いかけると,千
どもたちは,すぐに次のように育ってきた｡
①
⑥ ⑤
② ④ ③
C 違うように見えるけれど,よく見ると.
頂点には ｢1と2と3｣しか入っていない
から,どちらも同じだと思います｡
C そうです｡④の両端はいつも②と③とい
うように,どちらも同じです｡
T なるほど｡この2つは同ということが分
かったけれど.他にあるかもしれないよ｡
C 他には,ありません｡いろいろ考えたけ
れど,できませんでした｡
T もうちょっと粘ったら,できるかもしれ
ないよ｡
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C 絶対できません｡頂点に1,2,3以外
の敦を入れると,大きくなりすぎますC
(賛成多数)
本来は,もう少し論理的な説明を期待した
いところであるが.ここでは,あまり深入り
しないようにし. ｢和が10になる場合を見
つけよう｡｣と次の課圧へと導いた｡
子どもたちは,和が9になる場合と同じよ
うな3つのタイプで考えていった.人数的に
は, 〔タイプA〕が圧倒的に多かった｡
和が9や 10になる場合を考え終えた子ど
もたちの中には,すでに ｢三角形ではなく,
正方形に並べたときにはどうなるのか?｣
｢三角形が大きくなったらどうなるのか?｣
などと.調べていきたい内容を具体的に持ち
はじめていた子どももいたが.全員の子ども
がそうなるまでには.まだ不十分と考えた｡
そこで.2時目には. ｢9や 10ができるこ
とは分かったが,いくつからいくつまでがで
きるのだろうか?｣と問いかけ,自分ができ
そうだと思う敦を自由につくらせていくこと
にした｡
2時目の話し合いでは.結果として ｢和が
9から12までの場合しかできない｣という
だけでなく,そうなる理由について話し合わ
せるようにし,次のような法則をまとめた｡
○ 辺の和の大きいものを作るときは,頂
点に大きな数を入れるo
O 辺の和が1つ大きくなると,頂点の政
の和が3つ大きくなる｡
(4)第2次の流れ
第2次からは.いよいよ自分で決めた課榎
についての研究を進めていくことにした｡子
どもたちは.次の3つの方向に進んでいった｡
〔タイプX〕
1から6を入れるのではなく,2から7を
入れて正三角形に並べ.いくつからいくつま
でできるかを調べる｡(30名中6名)
〔タイプY〕
一辺に4つのOを並べた正三角形では,い
くつからいくつまでできるかを調べる｡
(30名中8名)
〔タイプZ〕
一辺に3つの○を並べた正方形では,いく
つからいくつまでできるかを調べる｡
(30名中16名)
授業の途中では,何度か,同じ方向に進ん
でいるもので情報交換する時間を持ち,行き
詰まっている子どもの助けにするとともに,
お互いの研究の進み具合を見比べることによ
り刺激になるように考えた｡
時間の経過とともに,子どもたちは.次の
ように発展的に新しい拝啓を見つけ,追求し
続けたd
〔タイプX〕の児童
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〔タイプY〕の児童
J ･h ㌦＼1
〔タイプZ〕の児童
(5)子どもが追求した内容
タイプX,Y,Zの子どもたちは.発展と
して,XからYに進むなどのタイプが多かっ
たが,その他の方向に発展的に追求していっ
た内容については,次の通りである｡
○ 正方形の一辺を4にして考える｡
○ エックス型に並べて考える｡
○ 正三角形の一辺をどんどん増やして考
える.
0 正方形の対角線も含めて考える｡
4 実践をおえて
2次に入って数時間がたったときに. ｢一
辺に4つの数を並べる正三角形の場合.和が
17から23までできそうなのに. 18と2
2ができないo｣と,子どもたちが行き詰ま
ってきた｡このことは.教師もあらかじめ理
解していなかったため,適当な助言を与える
ことができなかった｡教材研究不足であり,
反省すべき点であると感じている｡このよう
なオープンエンドの間榎の場合,子どもの活
動をできる限り想定し,それらの対処方法を
考えておくべきであったc
Lかし,そのことを除けば,とにかく,千
どもたちは,毎時間.追求することを楽しん
でいた｡考えた分だけ,結果が出てくるのが
励みになったのだろう｡どんどん調べたいこ
とが広がっていったため,結局,時間が足り
なくなり.発表会に予定していた時間も追求
の時間としてあてることとなった｡
追求して得た結果のレベルは,それぞれ違
っていたが,どの子も自分の追求に満足感を
持っていたので,この授業は成功だと感じた｡
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